
別紙様式２（高） 

令和５年度 県立牛久栄進高等学校自己評価表 
目指す学校像 変化の激しい社会環境に柔軟に対応しつつ、多様性を尊重し、新しい価値を創造するに必要な自主自律の態度と豊かな人間性を身につけた創造

性豊かな人材を育てる学校 

三つの方針 具体的目標 

「三つの方針」（ス

クール・ポ    

リシー） 

「育成を目指す資質・能力に関す 

る方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

・広範な知識、優れた技能、広い視野に立つ判断力を備え、各分野・領域において多様な人々と協働し、自ら問いをたて、課題を見つ

け、暮らしやすい社会の創造に寄与するために常に学び続ける人材を育成する。 

・適切な自己表現・自己開示ができ、良好な人間関係の構築を目指す人材を育成する。 

「教育課程の編成及び実施に関す 

る方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

・単位制高校として、多様な興味・関心に対応した多様な科目選択が可能な教育課程を編成し、実施する。 

・主体的な工夫や改善を伴って知識・技能を習得し、その過程で培われる見方・考え方を働かせて、自然、社会、人間、衣食住、健

康、スポーツ、文化、芸術、地域等に関する深い洞察力、的確な判断力、根拠に基づいて説明する力の育成を目指した学びを実施す

る。 

「入学者の受入れに関する方針」

（アドミッション・ポリシー） 
・知的好奇心が豊かで、自分の興味・関心を追い求めかつ利他の心を大切にする生徒 

・学校内外での様々な活動に積極的に参画し、目標や夢を設定し、自己実現を達成しようとする生徒 

・学び続けることで習得する知見や技術を未来の社会に役立てる意欲がある生徒 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

普通科単位制高校に改編した平成 10 年以降、「活

力ある進学校づくり－単位制のメリットを生かし、

主体的に学習する生徒の育成－」を一貫して組織目

標として継承、「活力ある進学校」、「個に応じた学

習指導」、「自主独立の人づくり」を中期的目標とし

て、教職員と生徒との信頼関係をもとに学校全体が

一つになって取り組んできた。その結果、全国の国

公立大学、私立大学等への進学者を多数、輩出する

ことができた。これは、生徒一人一人の進路希望実

現に向け、単位制の特長を最大限に生かして、きめ

細かな教科指導・進路指導に取り組んできた結果と

考えられる。単位制改編後の飛躍的な進路実績の躍

進を評価するとともに、今後も単位制の特性を生か

した様々な取組みを積極的に推し進め、生徒一人一

人の進路希望を実現していきたい。 

 また、規範意識を高める教育を継続して進めると

ともに、豊かな心を育てる教育や安全・防災教育に

も力を注ぐ。 

教科指導 

－主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授

業展開－ 

ア 新学習指導要領に対応した、単位制のメリットを生かす教育課程

の編成及び主体的・対話的で深い学びの実現を目指した質の高い授業

を目指し、生徒の学力向上を図る。 

イ カリキュラムマネジメントの視点から教科を越えた協働体制を構

築し、「チーム栄進」として新学習指導要領に対応できる教育活動を実

践する。 

ウ 観点別評価についての研修を実施し、評価のベースを作る。教科

内におけるコンセンサスを獲得する。 

 

 

 

 

Ａ 

特別活動 

－積極的に参画する活動の促進－ 

 

 

ア 生徒会活動、部活動、学校行事をとおして自主的精神を養い、行

動力を培うとともに、より良い人間関係の形成を図る。 

イ キャリアパスポートを活用して自己理解を深め、生徒が自己の良

さを生かし、自己肯定感を得られるようにする。 

ウ 生徒同士、教職員と生徒が相互に敬意を持って学校行事などに参

加し、活力ある学校づくりを推進する。 

 

 

 

Ａ 

生徒指導 

－良識ある行動をとり、自己表現ができる生徒 

の育成－ 

ア 成人年齢の１８歳への引き下げを視野に入れ、学校生活全般に於

いて生徒の規範意識の高揚と道徳的実践力の向上を図り、自律的で調

和のとれた生徒を育てる。 

イ 他者を尊重する態度を養い、生命の尊さを認識させるとともに、

 

 

Ａ 



別紙様式２（高） 

さらに、ICT 教育など社会の変化に対応 

した教育環境づくりに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

安全教育を重んじて生徒の危機察知及び危機回避能力を高め、事故や

いじめの未然防止に努める。 

ウ 良好な人間関係の構築と適切な自己表現・自己開示ができる生徒

を育てる。 

 

進路指導 

－生徒一人一人の進路希望の実現を目指した丁

寧な指導－ 

 

ア 教員一人一人が進路指導力を高め、生徒の進路希望を高い次元で

実現できるよう全教員で研鑽に努める。 

イ 各年次や各教科と「進路指導部」が連携し、保護者も含めて生徒

に対し、適切な情報提供・及び面談・学習指導の充実を図る。 

 

 

 

Ａ 

国際理解教育の推進 

－国際交流と海外派遣－ 

ア 国際交流事業を通じて視野を広め、世界各国の文化への理解を深

めることで、グローバル社会で活躍する人材を育成する。 

イ 海外派遣等を実施し、体験をとおして、自国の文化の理解を深め、

異文化を理解・尊重する国際協調の精神を育てる。 

 

 

 

Ａ 

保護者及び地域社会との連携 

－地域に開かれた学校づくりの推進－  

ア 学校 HP や各種メディアを活用し、本校の教育活動や学校情報を

積極的に広報・発信する。 

イ 保護者と学校が連携を密にし、生徒の健全育成と進路希望の実現

に向けて協働・支援する。 

ウ 学校説明会や各種説明会、中学校訪問をとおして、中学生や地域

社会に本校についての理解を更に深めてもらう。 

エ 地域との連携を強化して、地域活動等にも積極的に協力し、地域

社会の期待に応え、信頼される学校作りに努める。 

 

 

 

 

 

Ａ 
 

学びがいのある環境・働きがいのある環境づくり

－環境整備と働き方改革の推進－ 

 

ア 国や県の施策を踏まえ、教職員が同僚性を尊重し、教育の質の向

上が図れるよう、働き方改革を推進する。 

イ 事務室と連携を図り、生徒の学習環境、職員の働く環境をハード

面・ソフト面で整備する 

ウ 危機管理を意識し、整理整頓清掃を心がけ、学びやすく働きやす

い職場環境を構築する。 

 

 

 

 

Ａ 

授業改善 

－授業改善からみる授業満足度－ 

 

ア 教員一人一人が授業の目標、課題を分かりやすく設定した上で、

教え方を工夫する。 

イ 教員一人一人が生徒の学習の様子を把握し、適切なアドバイスを

し、生徒の疑問に適切に応じる。 

ウ 教員一人一人か授業を通して、生徒に知識・技能を身に付けさせ、

 

 

Ａ 
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また授業を通して考えたり表現したりする力を育てる。 

エ 上記のア～ウにより、学校全体の授業満足度の評価平均として 3.3

を目指す。 

 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教 科 指 導 

 

自ら考え学ぶ姿勢の育成と確

かな学力を身につけさせるた

めの工夫改善に努める。 

 

生徒が自ら課題を設定し、主体的に探究する姿勢を育成するため、思考力・判断力・表現

力を問う授業や知識・技能を活用する授業への転換を図る。  
Ａ  

 

 

 

Ａ 

・観点別評価に対する教員の
スキル向上、公正な評価のた
めの時間確保 

・授業改善に向けた研修の継

続 

生徒が目的意識をもって自主的、意欲的、継続的に学習する態度を育成するため、各教科、

各年次における週末課題や、生活・学習の記録「進路手帳」等の活用について連携する。 
Ｂ 

学習指導法の改善に努める。 生徒一人一人の能力・進路に応じて、少人数授業・ＴＴ授業・小テスト・学力向上ゼミ等

を実施する。また、３年間を見通した指導計画に基づき、指導法や教材の選択などを工夫・

研究する。 

Ａ 

観点別学習指導及び観点別学

習状況評価の研究に努める。 

観点別学習指導の趣旨を生かした、豊かな内容ときめの細かな学習指導の研究に努め、観

点別学習状況の評価について研究を進める。 
Ａ 

 

教 科 

国語 主体的で対話的な深い学びを

実現するための指導の充実を

図る。 

科目担当者間の連携を密にし、相互に指導方法を研究し合うなど、学習指導の充実を図る。 Ａ  

 

 

 

Ａ 
 

 

 

 

 

指導方法や効果的な ICT機器

利用などについて、科目担当

者どうしで協議したり情報を

共有したりすることができ

た。プレゼンテーションやグ

ループ活動などを通じて主体

的に学習に取り組ませる働き

かけを行うことができた。来

年度は学年を超えた TO 授業

も行っていきたい。 

ＩＣＴ機器を効果的に活用しつつ、その単元に応じた生徒主体の授業を展開する。また、

探究的な活動や話し合い活動などの学習活動を積極的に取り入れ、論理的な思考力と表現

力の育成に努める。 

Ａ 

観点別学習状況評価の研究に

努め、指導の充実と計画的な授

業実施を図る。 

単元ごとに指導内容・評価基準を研究し、指導と評価を一体化させた計画的な授業の実施

に努める。単元ごとに伸ばしたい力と評価基準を明確化し、科目担当者間で共有しながら

指導にあたるよう努める。 

Ａ 

授業満足度(KPI)3.3 以上を目

指す。 

ねらいと計画を明確に示した上で、その意義を生徒自身が考え、進路目標の実現のために

主体的に学習できるよう支援する体制づくりを行う。 
Ａ 

地歴 

公民 

生徒の基礎学力向上を目指し

た授業の工夫を行う。 

小テストなどを適宜実施して、基礎的・基本的事項の定着を図る。また、視聴覚教材や ICT

機器の活用などを通じて、授業内容の充実を図る。 
Ａ 

 

 

 

 

Ａ 
 

 

 

 

○基礎学力向上や家庭学習習慣

の確立について各科目で取り組

めた○授業における ICT 危機の

活用はほぼすべての科目で実施

できた○史資料の活用は、考査を

中心に行えた○授業改善は個々

の取り組みにとどまっており、教

科全体での取り組みや相互評価

のシステムを作りたい。 

多面的なものの見方と思考力

の育成を図る。 

科目担当者間の連携を密にして情報交換を行うとともに、史料や各種統計資料の積極的活

用、テーマ学習への取り組みなどをとおし、社会的・歴史的・地理的事象に対する主体的

分析力・考察力を涵養することを目標とする。 

Ａ 

授業満足度(KPI)3.5 以上を目

指した授業改善に努める。 

問い等を通して授業や単元の見通しを持たせるとともに、生徒の疑問を授業で取り上げ考

えさせるような双方向の授業を行う。また、生徒の躓きが見えるような考査問題を工夫す

る。 
Ｂ 

数学 学力の向上を目指した指導を

充実する。 

 

課題提出や小テストを定期的に行い、学習習慣の確立を図る。 Ｂ  

 

 

ICT 活用や振り返りを授業

で取り入れる機会が増え

た。 

教員間の連携を密にし、授業の進め方や ICT の利用に関する知識の共有、生徒の学力・論

理的思考力の定着度合の分析を行い、課題を明確にして指導に生かす。 
Ａ 
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生徒が自主的・自律的に学びに

むかう姿勢を育む授業の充実

を図る。 

課題提出や小テストを定期的に行い、学習習慣の確立を図る。 Ｂ  

Ａ 
 

 

 

生徒の興味・関心を引き、

意欲的で主体的な学びのあ

る授業実践を目指していき

たい。 

相互に授業見学を実施することによって、探究的な活動を取り入れた指導技術の研鑚を図

る。 
Ａ 

すべての講座において授業満

足度（KPI）3.3 以上を目指す。 

目標を明確化した授業を展開することで見通しを立てて計画的に学習できるようにする。

演習の時間を活用し、疑問の解決を支援するなど適切なアドバイスを行う。 
Ａ 

理科 日常の授業を通じて科学的な

観察力・思考力を育成する。 

日常の授業を通じて科学的な観察力・思考力を育成する。 Ａ  

 

Ａ 
 

生徒実験や演示実験を通し

て、日常生活と関連させなが

ら科学的な思考力を育成する

ことができた。ICT を活用し

て、単元ごとにリフレクショ

ンを行うことができた。 

基礎学力の定着を図り、主体的

に学習に取り組む姿勢を育む。 

教科書を中心に基礎学力の徹底的な育成を目指す。ITC を活用し、リフレクションなどを

授業に取り入れることによって、継続して主体的に学習に取り組む姿勢を育む。 
Ａ 

授業満足度（KPI）3.3 以上を

目指す。 

授業計画を立案し、演習の時間や生徒が主体的に学ぶ時間を確保する。生徒の理解度を適

切に把握し、必要に応じて個別指導を行い、満足度を高める。 
Ｂ 

 保健 

体育 

授業内容の充実を図る。 生徒の体力向上及び個人技術の段階的な向上を図り、ゲームを工夫する。（体育） 

ICT 教材を積極的に活用した授業を展開し、健康の保持・増進のための実践的な能力を育

てる。（保健） 

Ａ  

 

 

Ａ 
 

 

 

教科研修会を実施し、保健の

授業改善の機会を設けること

ができた。体育授業において

は、複数教員でのＴＴにより、

運動が苦手な生徒への個別指

導・援助が今後の課題である。 

体育授業における事故防止に

努める。 

準備運動の徹底を図り、安全・健康に留意して行動する態度を育てる。施設・設備の安全

確認を励行し、事故防止に努める。 
Ａ 

授業満足度（KPI）3.5 以上を

目指す。 

生徒の疑問に応じ適切なアドバイスをするなど、個別指導を充実させるなどして

Coaching の改善に努める。 
Ｂ 

 芸術 基礎の確実な定着を図り、創造

的な活動を充実させることで、

豊かな表現力を育てる。 

個に寄り添い、その特性の伸長のための丁寧な指導を目指す。 Ａ  

 

 

 

 

Ａ 
 

 

 

 

 

生徒の実態を良く観察し、創

意工夫を生かし表現力を高め

る活動を充実させることがで

きた。 

実践的・体験的な時間を多く

設定し、主体的な取り組みを

実現した。 

芸術を愛好する心情を養い、

知的好奇心を引き出すことが

出来た。 

芸術の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした表現をするために必要な技

能を育成する。 
Ａ 

生徒一人一人が、実践的・体験

的な諸活動に主体的に取り組

むことにより、自己肯定感を高

め、芸術を愛好する心情を養

う。 

自己のイメージを大切に、主体的な表現ができるような機会を充実させ、互いに認め合い

学び合う授業を展開する。 
Ａ 

生活や社会の中の芸術や芸術文化との関わりを持てるよう授業を工夫し、さまざまなジャ

ンルの音楽会・展覧会を紹介し、鑑賞の能力や創造性を伸ばす。 
Ｂ 

すべての講座において授業満

足度（KPI）3.７以上を目指す。 

生徒の実態に寄り添い、個性と科目の特色を活かした授業を展開し、知的好奇心を引き出

す授業実践を目指す。 
Ｂ 

家庭 

 

基礎的・基本的な知識と技術 

を理解させ、実践的な能力の向

上を図る。 

最新の情報を取り入れながら興味・関心のもてる教材を取り入れ、理解しやすい授業を工

夫し展開する。 
Ａ  

 

Ａ 
 

生徒の興味・関心を意識して 

実験・実習を取り入れる機会

を増やすことが出来た。ICT

を活用して、単元ごとにリフ

レクションを行うことができ

た。実践的な学習指導を模索

実験・実習・視覚教材などの体験学習を多く取り入れ、ノート提出や課題など点検を通し

て学習態度の育成を図る。 
Ａ 

作品の完成・提出により達成感

を持たせる。 

実験・実習などをとおして各種技能・知識の向上を図る。 Ａ 

授業満足度（KPI）3.6 以上を 授業を理解しやすく工夫し、考えを深める事が出来るように授業を展開する。 Ｂ 
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目指す。 していきたい。 

英語 英語力を向上させる。 

 

教科書の予習・復習を中心とした学習法を徹底させ、授業内容を工夫し４技能のスキルア

ップを図る 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

４技能のバランスよい育成を

目指し様々なアプローチを取

り入れた授業を実践すること

ができた。 

観点別評価に対応した指導に

ついては、担当者同士で協議

を重ね、より実態に合った評

価となるように試行錯誤を重

ねた。 

指導内容及び評価方法につい

ても年次間の連携を更に強化

し、より効果的な指導へと繋

げていく。 

課題や使用教材を精査し、質的量的充実を図る。指導法や考査内容を吟味し、パフォーマ

ンステストを実施するなどして観点毎に評価しフィードバックする。 

定期考査結果、模試結果をその都度分析し活用する。更に、英語検定の受検指導等を強化

し、生徒の進路実現に寄与する。 

 

 

Ａ 
 

１年次では CEFR A1～A2、２年次では A2～B1 レベルの力を身につけさせることを目標

とした授業を行う。 

１年次では英語検定準２級、２年次では２級の全員合格を目指す。 

自立的・自律的に学びに向かう

生徒の育成を目指す授業研究

の徹底を図る。 

定期的に授業研究を実施することによって、指導技術の研鑚を図る。  

Ｂ 教科会等を通じて、年次内・年次間の連携を密にし、教材の共有や中・短期的教科指導法

を見直し改善していく。また、使用した教材等の情報を各年次間で共有し、次年度の指導

に役立てることができるようにする。 

授業満足度（KPI）3.5 以上を

目指す。 

目標を明確化した授業を展開し、見通しを立てて計画的に学習できるようにする。授業中

に理解し考えを深められる手立てを工夫し、適切なアドバイスとともに生徒の疑問が解決

できる授業の実践を目指す。 

 

Ｂ 

情報 生徒の問題解決能力の育成を

図る。 

 

学校行事と連携した学習課題を題材とし、生徒の関心を高め、情報の収集･処理･発信など

の実習を行い情報活用能力を向上させる。 
Ａ  

 

 

 

Ａ 

生徒の学習意欲向上のため、

教材研究・授業力向上のため

研修に努める。 

Classroom 等の ICT サービ

スを活用し、課題管理や評価

を効率化する。 

情報モラルやセキュリティなど、情報機器や情報通信ネットワークを活用していくうえで

配慮するべきことを考えさせる。 
Ａ 

教員の授業実践力の向上を図

る。 

校外の研修をとおして、優れた実践事例等に学ぶことに努める。 

 
Ａ 

授業満足度（KPI）3.0 以上を

目指す 

学習方法、課題内容について改善を図り、生徒が学習意欲を持ち、主体的に学習できる環

境を構築する。 

Classroom を活用し、学習内容、実習内容がどこでも確認できるように工夫する。 

Ｂ 

教 務 授業時間の確保に努め、授業力

の向上を図る。 

 

授業交換や填補を確実に行うとともに、行事の精選・日程の工夫等により、授業時間の確

保に努める。 
Ａ  

 

 

Ａ 

授業改善および観点別評価方

法の確立については、今後も

継続して研究を行い、研修を

通じて全職員で共有してい

く。 

授業・指導法に関する研究協議、公開授業等を実施し、授業研究週間等での相互参観を積

極的に行いながら、授業の質の向上と優れた技術の共有を図るとともに、教科・年次・分

掌間の連携を基にした組織的な指導体制の構築に努める。 

Ｂ 

評価方法の確立 本校に適した観点別評価の在り方を検討し、その確立により生徒の学びを適切に評価でき

るようにする。 
Ｂ 

地域社会に対して本校教育活

動等の情報発信等に努める。 

Eishin 学校説明会、学校公開等をとおして、積極的に本校の情報提供やＰＲを行う Ａ 
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特別活動 生徒会活動のさらなる活発化

を図る。 

学校行事に積極的に参加させることで、委員会活動やＨＲ活動の活発化を図り、生徒が自

主的に考えて行動できるようにし、より良い人間関係の形成を図る。 
Ａ  

 

Ａ 

コロナが完全にあけて変わら

ない日常が戻ってきたため学

校行事をもとに戻すことがで

きた。精選も進み、注力する

べき部分にできている。 

キャリアパスポートの活用 キャリアパスポートを活用し、生徒が自己理解を深め、自己肯定感を得られるようにする。 Ｂ 

活力ある学校作り 生徒同士、教職員と生徒が相互に敬意を持って学校行事などに参加し、活力ある学校づく

りを推進することでより良い人間関係の形成を図る。 
Ａ 

生徒指導 成人年齢の 18歳への引き下げ

を視野に入れ、学校生活全般に

於いて生徒の規範意識の高揚

と道徳的実践力の向上を図り、

自律的で調和のとれた生徒を

育てる。 

全職員の共通認識のもと、服装指導や登下校時のマナー指導をあらゆる機会を通じて継続

的に実施する。 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

Ａ 

交通事故は減少した。自転車

保険加入率も向上。１年次に

おいては義務要件とし 100％

となった。 

学校行事としての各講演会

は、生徒たちの変容が感じら

れており、成果が見られてい

る。 

マナーや容姿の指導について

は、目をそらさずに向き合っ

ていきたい。 

交通安全運動やマナーアップキャンペーンにおいて、生徒の主体的な参加・活動を促す。

また、登下校指導への保護者の参加・協力を促進する。 
Ａ 

他者を尊重する態度を養い、生

命の尊さを認識させるととも

に、安全教育を重んじて生徒の

危機察知及び危機回避能力を

高め、事故やいじめの未然防止

に努める。 

通学路において、定期的に登下校指導を実施するとともに、危険箇所の把握、不審者遭遇

等の情報提供を実施し、事故、被害の未然防止に努める。 
Ａ 

ＨＲ、携帯マナー教室、交通安全講話、薬物乱用防止教室等の学校行事をとおして、自他

の人権、生命の尊重及び危機管理意識を養う。いじめの問題の克服に向けては、計画的に

未然防止・早期発見につとめる。 

Ａ 

良好な人間関係の構築と適切

な自己表現・自己開示ができる

生徒を育てる。 

生徒の自発的な活動を支援し、主体的に取り組む姿勢を育てる。 Ａ 

進路指導 生徒一人一人の希望進路実現

を支援する。 

『栄進進路指導部ロードマップ』を完成させ，栄進高校として進むべき方向性を明示し，

格差のない進路指導を実現させる。 
Ｂ 

 

 

 

Ｂ 

進路指導の方向性を、より明

確に『進路指導部主体』とな

って打ち出し、各年次に浸透

させ、生徒の希望進路実現に

向けて努力したい。 

栄進高校が目指すべきボリュ

ームゾーン大学への進学実績

を充実させるとともに，上位校

への進学も支援する。 

先進校視察、模試結果分析、「スタディーツアー・フォーラム」等を実施し、上位大学を目

指す生徒の支援を図る。 
 

Ａ 

保健厚生 生徒自らによる心身の健康管

理能力を養う。 

疾病予防や早期発見のために健康診断と事後指導を確実に行う。 Ａ  

 

Ａ 

校内の環境美化の向上を図る

ことができた。また，今年度

の避難訓練は防犯に特化し

た。 

奨学金事務をより拡充させて

行く必要がある。 

心身の健康状態の把握に努め、健康相談、助言・指導を行う。 Ａ 

生徒の学校生活での福利厚生

及び校舎内外の環境美化を計

画的に推進する。 

日本スポーツ振興センターおよび奨学生の事務取扱を円滑に行う。 Ｂ 

パン・牛乳販売の連絡を円滑に行う。   Ａ 

緊急避難体制を確立させ、地震を想定した避難訓練を実施する。 Ａ 

図書館 蔵書資料の充実を図る。 

 

・年度当初に各教科等の購入希望図書を把握し、授業での利用を意識した蔵書資料の拡充

を行う。 

・Forms を利用して生徒および教員の購入希望図書を随時つのり、時宜に合わせて購入し

Ａ Ａ 購入希望図書は年度当初だけ

ではなく、その都度検討し、

可能な範囲で購入することが
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ていく。 

・新刊情報収集や小論文入試等のトレンド把握に努め、蔵書資料の充実を図る。 

できた。 

国語科、地歴・公民科、保健

などの授業で図書館が活用さ

れ、貸出数の増加につながっ

た。図書委員会の活動は

Classroom等も活用し円滑に

進めることができた。新しい

試みもおこなったが、さらに

活動を充実させる方策を検討

していきたい。視聴覚機器の

管理については情報部への移

行が進んだが、校務分掌改編

に伴い、次年度以降は新たに

検討する必要がある。 

図書館利用の増加を図り、生徒

の学習活動の支援をする。 

読書や学習に必要な書籍の情報を提供する。 

・国語科などの教科や年次と連携して、図書館利用の活性化を図るとともに、読書推進期

間を設け、図書貸出数の増加を図る。 

・利用生徒のニーズに沿った開館時間を設定するとともに、読書スペースや学習室として

安心して利用できる環境整備に努める。 

・Classroom を活用し、図書委員との打ち合わせなど効率化を図る。また、図書委員が書

籍の展示や図書館だよりの作成など、図書館の運営に積極的にかかわることをとおして、

生徒主体の図書館づくりを目指す。 

 

 

 

Ａ 

視聴覚機器の整備及び円滑な

利用に努める。 

・視聴覚機器および資料の整備・充実を図る。 

・学校行事等で使用する放送機材等の管理は、段階的に情報部に移行するとともに、業務

の見直しを行う。 

 

Ｂ 

渉外 会議･委員会を円滑に進める。 係分担を明確にし、わかりやすい資料で会議が円滑に進むよう十分な事前準備をする。ま 

た、ＤＸ推進で業務の効率化を実現する。 
Ａ  

 

Ａ 

専門委員の選出方法の変更と

各支部の在り方について検討

する。 保護者が参加しやすい活動を

展開する。 

会員が参加しやすい研修や興味ある内容を盛り込んだ講座を企画するために各種委員会

運営を円滑に行う。 
Ａ 

教育相談 カウンセリングを実施し、心身

のサポートを充実させる。 

問題を抱える生徒の早期発見に努める。 Ａ  

 

Ａ 

特別支援を必要とする生徒の

情報について共通理解をはか

り、継続的に具体的に支援す

る。 

ニーズの度合いに応じてケース会議、職員会議、あるいは職員研修を実施し、共通理解を

深める。 
Ａ 

特別支援教育の充実を図る。 特別な支援を必要とする生徒に対して、より適切な支援を行う。 Ａ 

ニーズの度合いに応じてケース会議、職員会議、あるいは職員研修を実施し、共通理解を

深める。 
Ｂ 

情 報 校内での ICT 教育の促進と 

情報リテラシーの浸透を図る。 

校内での ICT 教育を促進するために、生徒教員の両面に対して、ハード面・ソフト面の環

境を整備する。特に学校ホームページに作成に関するサポート、DX 化推進におけるサポ

ートを行う。学校現場に必要な制度や設定については、ICT 推進室等に要望する。 

Ａ Ａ トラブルゼロを目指し、啓蒙

活動に励む。 

探究活動推進 生徒の探究スキル習得とその

実現ための組織・システムを構

築・改善する。 

課題設定から発表・評価までの活動を繰り返すことにより、課題設定・情報収集と分析・

まとめと発表などのスキルを身につけさせる。 
Ｂ 

Ｂ 

職員研修を行い意識は向上し

たが、システム構築には至ら

なかった。生徒のスキル向上

もそれなりにはできたが、

種々の課題は残った。 

「総合的探究の時間」を主としつつも、授業内での探究的活動実践を行う Ｃ 

３年間の見通しを持って取り組むために、職員の意識やスキルの向上を図り、全職員で組

織的に取り組む体制を構築する。 
Ｂ 

１年次 基本的な生活習慣と規範意識

を確立させる。 

時間厳守の精神を養うため、遅刻指導や提出物の期限を守らせる指導を行う。 Ｂ Ｂ 校内のみに限らず、制服は栄
進生としての在り方を示すも規範意識の向上をはかるため、服装指導、登校指導などを徹底する Ｂ 
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基礎学力の定着に必要な学習

習慣を確立させる。 

予習・復習を徹底させ、授業に大切し、自ら学び考える姿勢を養う。 Ｂ のであることを自覚させた
い。 

基礎学力の向上のため、学習

に対する緊張感を高めたい。 

週課題や小テストを計画的に実施し、基礎学力の定着を図る。 Ｂ 

自己分析を促し、進路選択がで

きるようにする。 

大学・研究所訪問や職業観セミナーなどを通じて、進路選択における情報を提供する。 Ａ 

学習、特別活動や総合的な探究の時間などを記録させ、生徒の自己分析と自己理解を促す。 Ｂ 

２年次 基本的な生活習慣と学習習慣

継続し、自ら学ぶ態度と基礎学

力の定着を図る。 

生徒が自らの考えを持って取り組める授業の展開と、授業を補完する計画的な課外学習を

促進し、確かな基礎学力の定着を図る。 
Ｂ  

 

 

 

 

Ｂ 

学力層に応じた指導を研究し

たい。 

能動的に学習や学校生活に取

り組む雰囲気作りを工夫した

い。 

生活・学習・面談の記録の振り返りをとおして、生徒が自らの現状を把握することで、将

来を見つめながら、自主的・計画的に学習する姿勢を育成する。 
Ｂ 

様々な進路活動をとおして、進

路意識を高めるとともに、自ら

の進路設計ができるよう 

にする。 

各部学科研究・オープンキャンパス・その他進路行事を通じ、大学や仕事について知識を

広め、進路意識を高めて、自ら探す姿勢が身につくように支援する。 
Ｂ 

小論文指導や志望理由書を作成する過程で、自己理解を深め、自ら進路設計を行う力を養

う指導を行う。 
Ｂ 

特別活動や総合的な探究の時

間をとおし、自己の在り方を見

つめさせ、充実した高校生活の

実現を図る。 

自らの興味関心に基づいて探究活動を行い、自主的に学び態度を身につけられるように支

援する。 
Ｂ 

道徳プラスをとおして、道徳的な考えや判断力を身につけ、自ら行動する力を育成する。 Ｅ 
修学旅行と事前・事後指導をとおして、協調性や連帯感を醸成する。 Ａ 

３年次 学力向上を目指し、個々の生徒

に合わせた学習・進路指導体制

の充実を図る。 

授業を中心とした学習習慣の確立に加え、自分で学力を伸ばすことができるように支援を

行う。 
Ｂ  

 

 

 

Ｂ 

受験を意識した学習習慣の定

着時期が遅れたように思われ

る。できるだけ早い時期に取

り組めるよう進路を強く意識

させる指導が必要である。 

難易度に応じた課外の実施などにより、生徒の能力に応じた演習の場を提供し、多様な進

路実現を目指す。 
Ｂ 

保護者対象の進路研修会を実施し、進路および生徒情報の提供と共有に努める。 Ａ 

高校３年間の総括として、生徒

が充実した学校生活を送るこ

とができるように十分な支援

を行う 

最高学年としての責任感を意識させ、学校行事や各種活動をとおして、協調性とリーダー

シップを育成する。 
Ｂ 

生徒との面談や保護者との連絡を密にして、生徒が抱える問題へのきめ細やかな対応を心

がける。 
Ｂ 

※ 評価規準：目標が十分達成された Ｂ：ある程度の成果が見られた Ｃ：取り組んだ Ｄ：取り組んだが課題を残した Ｅ：取り組まなかった 
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